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・広野町教育委員会事務局： 0240-27-4166
・広 野 中 学 校： 0240-27-3224
・広 野 小 学 校： 0240-27-2332
・広 野 幼 稚 園： 0240-27-2221
・広 野 町 保 育 所： 0240-27-2345
・広 野 町 児 童 館： 0240-27-3288

学校給食に使用する食材に

ついては、毎日放射性物質

の検査をしています。

ひ ろ の っ こ
児童･生徒数
　小学校　153 人　　中学校　68 人
　幼稚園　  68 人　　保育所　18 人
   児童館　  77 人 H30.7.25 現在

☆星にねがいを☆ 広野町保育所

　７月６日に七夕会をしました。お遊戯室に集まって七夕の

お話を聞いたり、みんなですいか割りをして楽しみました。

短冊が飾られた笹飾りの前で、「はいっポーズ！」みんなの

願いが叶いますように…

↓�

願
い
が
叶
う
と
い
い
な
ぁ

広野幼稚園未来のＷ杯日本代表!?

　７月３日に幼稚園の園庭でサッカー教室を行いました。はじめはボー

ルに逃げられたり、手で拾いに行ったりとなかなか難しいかなぁと思い

ましたが、後半のミニゲームでは諦めずにボールを追いかけたり、ゴー

ルを狙ってシュートを打つかっこいい姿が見られました。数年後、ブルー

のユニホームでボールを追いかける姿が見られますように…☆

↓�

気
分
は
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
！

広野町児童館宿題タイム☆

　「ただいまー！」と挨拶をして、小学校から元気に帰ってくる子どもたち。
　児童館は宿題からスタートします。自分の力で!!を目標に最後まで諦め
ずに集中して頑張っています。宿題が終わったら、お迎えがくるまで自由
遊びです。ドッジボールや将棋、お絵かきなどをしてお友だちと楽しく過
ごしています♪♪

↓�

勉
強
も
遊
び
も
全
力
で
！

広野小学校

広野中学校

浮いて待て講習

スポーツ笑顔の教室

　７月９日、水難学会の皆さんによる「浮いて待て講習」が行わ
れました。万が一、海や川で水難に遭遇したときに救助される
まで自分で身を守らなければなりません。ペットボトルを持って
上手に水に浮いて救助を待つ練習をしました。低学年の児童は、
ボランティアの保護者の皆さんにも協力してもらいました。

　６月28日、２年生を対象に「スポーツ笑顔の教室」を実施しました。

講師には、国内外のフットサルリーグで活躍された長
ながもと

本大
だいすけ

将先生をお迎

えして、２時間の授業を受けました。前半は、体育館で長本先生と一緒

にゲームなどをして汗を流し、後半は、教室で長本先生のこれまでの体

験談や、夢を持つことの大切さについてお話していただきました。生徒

たちは、長本先生の華麗なプレーや熱い話に触れ、感動していました。

　私たちＪＦＡアカデミー福島U-15は日本クラブユース選手権の東海大会予選を勝ち抜き、
北海道で開催される全国大会への出場を決めることができました。
　東海大会予選は毎試合がトーナメントで負ければ敗退という緊張感のあるなかでの試合
となりましたが、決勝まで進むことができました。しかし、決勝で負けてしまい悔しい思
いをもったまま大会が終わってしまいました。
　夏の全国大会では、悔しい思いをしないようにチームとしても、また個人としてもしっか
りと準備をして大会に挑みたいです。そして、皆さんに良い報告ができるように頑張ります。

↓�

上
手
に
水
に
浮
け
ま
し
た

↓�

先
生
の
熱
い
話
に
感
動
し
ま
し
た

吹奏楽部 定期演奏会

アカデミー 通 信

全国大会出場決定
JFAアカデミー福島　11期生　菊池　翔

↓�

東
海
大
会
で
の
悔
し
さ
を

全
国
大
会
に
ぶ
つ
け
ま
す

↑双葉郡内で初開催となった定期演奏会

ふたば未来通信

　７月１日、吹奏楽部の定期演奏会が葉町コミュニ

ティセンターで開催されました。双葉郡内では初開催で、

生徒が磨き上げた演奏で聴衆を魅了しました。吹奏楽部

は平成27年、開校と同時に創設され、昨年12月にいわき

市で初の演奏会を開きました。２回目となる今回は１年

生から３年生までの部員22人が出演しました。校歌の演

奏で幕を開けた後、第１部はクラシックの名曲などを披

露しました。第２部のゲスト演奏者の発表に続き、第３

部では「魔女の宅急便メドレー」や「学園天国」などの

曲を、立ち上がって手を振るなどしながら元気よく演奏

しました。会場には住民ら約300人が来場し、生徒によ

る手作りのステージを満喫していました。
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３
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広
野
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も
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よ
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。
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よ
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。
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保
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広
野
町
で
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
り

避
難
先
市
町
村
の
認
可
保
育
所
お
よ
び

認
定
こ
ど
も
園
内
保
育
所
に
入
所
し
て

い
る
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
申
請
に

基
づ
き
保
育
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の
２
分
の
１
を
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成
し

て
い
ま
す
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成
期
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成
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年

４
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３
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。

 

問 　

広
野
町
保
育
所

　
　

☎
０
２
４
０

－

27

－

２
３
４
５

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

　

広
野
町
に
住
所
を
有
し
、
避
難
先
の

私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
幼
児
の

平
成
30
年
度
入
園
料
・
保
育
料
の
補
助

制
度
が
あ
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よ
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決
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は
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当
し

な
い
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も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
園

先
の
自
治
体
で
補
助
さ
れ
る
場
合
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
書
類
な
ど
の
配

布
は
、
通
園
先
の
幼
稚
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を
通
し
て
行

い
ま
す
の
で
、現
在
通
園
し
て
い
る
人
、

途
中
入
園
し
た
人
お
よ
び
退
園
し
た
人

な
ど
は
、早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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だ
さ
い
。
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